
(57)【要約】

【課題】パルスレーザを照射する位置に常に気泡が存在

し、確実な欠陥画素の修正が行われる液晶ディスプレイ

を提供することにある。

【解決手段】液晶ディスプレイの欠陥画素Ｇを修正する

液晶ディスプレイの欠陥画素修正方法において、上記欠

陥画素Ｇと隣接する信号線１３及びゲート線１５のうち

少なくとも一方にパルスレーザＬを照射し、上記欠陥画

素Ｇに対応した位置の液晶材料３０中に上記欠陥画素Ｇ

の略全体を覆う大きさの気泡Ｂを発生させる気泡発生工

程と、上記気泡発生工程により発生した気泡Ｂが消滅す

る前に、上記欠陥画素Ｇの略全体に対してパルスレーザ

Ｌを照射し、上記欠陥画素Ｇを滅点化する滅点化工程と

を具備する。

【選択図】　　　図３

JP 2006-91672 A 2006.4.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 を 修 正 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 に お い て
、
　 上 記 欠 陥 画 素 と 隣 接 す る 信 号 線 及 び ゲ ー ト 線 の う ち 少 な く と も 一 方 に パ ル ス レ ー ザ を 照
射 し 、 上 記 欠 陥 画 素 に 対 応 し た 位 置 の 液 晶 材 料 中 に 上 記 欠 陥 画 素 の 略 全 体 を 覆 う 大 き さ の
気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 工 程 と 、
　 上 記 気 泡 発 生 工 程 に よ り 発 生 し た 気 泡 が 消 滅 す る 前 に 、 上 記 欠 陥 画 素 の 略 全 体 に 対 し て
パ ル ス レ ー ザ を 照 射 し 、 上 記 欠 陥 画 素 を 滅 点 化 す る 滅 点 化 工 程 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 二 枚 の 基 板 で 液 晶 材 料 を 挟 ん で な る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 上 記 二 枚 の 基 板 の う ち 、 一 方 の 基 板 に マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ 、 上 記 液 晶 材 料 に 駆 動 電
圧 を 印 加 す る た め の 画 素 電 極 と 、
　 上 記 一 方 の 基 板 の 上 記 各 画 素 電 極 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 各 画 素 電 極 に 電 荷 を
充 放 電 す る た め の Ｔ Ｆ Ｔ と 、
　 上 記 一 方 の 基 板 に 格 子 状 に 設 け ら れ 、 上 記 各 Ｔ Ｆ Ｔ を 駆 動 す る た め の 信 号 線 及 び ゲ ー ト
線 と 、
　 上 記 一 方 の 基 板 の 上 記 各 画 素 電 極 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 加 熱
さ れ て 上 記 液 晶 材 料 中 に 気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 液 晶 材 料 と 接 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 各 画 素 電 極 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 信 号 線 ま た は 上 記 ゲ ー ト 線 に 近 接 し て 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 金 属 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 信 号 線 ま た は 上 記 ゲ ー ト 線 と 同 じ 材 料 で 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 信 号 線 ま た は ゲ ー ト 線 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 信 号 線 ま た は ゲ ー ト 線 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 二 枚 の 基 板 間 に 所 定 の 間 隔
を 形 成 す る た め の ス ペ ー サ を さ ら に 具 備 し 、
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 ス ペ ー サ と 同 じ 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト と 他 方 の 基 板 と の 間 に は 上 記 液 晶 材 料 が 介 在 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-91672 A 2006.4.6



　 本 発 明 は 、 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 欠 陥 画 素 の 修 正 を 行 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画
素 修 正 方 法 及 び 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 を 有 し て い る 。 こ の ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板
は 、 ス ペ ー サ を 介 し て 所 定 間 隔 で 対 向 配 置 さ れ 、 そ の 間 に は 液 晶 材 料 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア レ イ 基 板 は 、 そ の 内 面 に 液 晶 材 料 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る た め の 画 素 電 極 、 画 素 電 極 に
電 荷 の 充 放 電 を 行 う た め の Ｔ Ｆ Ｔ 、 Ｔ Ｆ Ｔ を 駆 動 す る た め の 信 号 線 及 び ゲ ー ト 線 を 備 え 、
さ ら に そ の 上 に 液 晶 材 料 を 配 向 さ せ る た め の 配 向 膜 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 の 対 向 基 板 は 、 そ の 内 面 に バ ッ ク ラ イ ト に Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ー を か け る た め の カ ラ ー
フ ィ ル タ 、 液 晶 材 料 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る た め の 透 明 電 極 を 備 え 、 さ ら に そ の 上 に 液 晶 材
料 を 配 向 さ せ る た め の 配 向 膜 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 工 程 で は 、 画 面 の 大 型 化 、 高 精 細 化 に 伴 い 、 不 良 の
発 生 率 が 高 ま っ て い る 。 不 良 の 中 で 特 に 問 題 と な る の が 、 Ｔ Ｆ Ｔ が 動 作 し な い 画 素 や 液 晶
が 駆 動 し な い 画 素 の 発 生 で あ る 。 こ の よ う な 画 素 が 形 成 さ れ る と 、 液 晶 材 料 が バ ッ ク ラ イ
ト を 遮 断 で き な く な り 、 そ の 画 素 （ 以 下 、 「 欠 陥 画 素 」 と 称 す る 。 ） が 輝 点 と な っ て 現 れ
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 輝 点 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 表 示 品 質 を 著 し く 低 下 さ せ る た め 、 設 計 や 製 造 プ ロ セ
ス の 工 夫 に よ り 発 生 率 の 低 減 が 図 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 設 計 や 製 造 プ ロ セ ス の 工 夫
で は 発 生 率 の 低 減 に 限 界 が あ り 、 未 だ 完 全 な 解 消 に は 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 現 在 で は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 製 造 し た 後 に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 上 に 輝 点 が 存 在
す る か ど う か を 調 べ 、 輝 点 が 存 在 し た 場 合 に そ の 欠 陥 画 素 を １ つ ず つ 修 正 す る 方 法 が 採 ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 を 修 正 す る 方 法 と し て 、 欠 陥 画 素 に パ ル ス レ ー ザ を 照 射 し
て 、 配 向 膜 や 透 明 電 極 を 加 工 す る こ と で 、 欠 陥 画 素 の 透 過 光 を 減 少 さ せ て 輝 点 を 目 立 た な
く す る 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 欠 陥 画 素 の 透 過 光 が 減 少 す る の は 、 パ ル ス レ ー ザ の エ ネ ル ギ
ー に よ り 配 向 膜 や 透 明 電 極 が 加 工 さ れ 、 こ れ に よ り 発 生 し た 微 粒 子 が 欠 陥 画 素 の 内 面 に 堆
積 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 欠 陥 画 素 の 内 面 に 微 粒 子 が 堆 積 す る と 、 液 晶 材 料 に 対 す る 配 向 膜 の 配 向 性 が 低 下 し 、 液
晶 材 料 を 構 成 す る 液 晶 分 子 の 向 き が ラ ン ダ ム と な る 。 そ の 結 果 、 欠 陥 画 素 の 透 過 光 が 減 少
す る 。 気 泡 が 存 在 し な い と 、 加 工 後 の 表 面 が 不 均 一 に な っ て 透 過 光 の 低 減 が 不 十 分 に な る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ５ ６ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の ガ ラ ス 基 板 の 内 面 に は 、 隣 接 す る 画 素 の 間 に 段 差 が 存 在 し て い た 。 そ
の た め 、 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 発 生 し た 気 泡 を 対 象 の 画 素 、 す な わ ち 欠 陥 画 素 の 位 置
に 留 め て お く こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 最 近 で は 液 晶 材 料 の 配 向 の 乱 れ を 抑 制 す る 等 の 目 的 で 、 ガ ラ ス 基 板 の 内
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面 を 平 坦 化 し た 、 い わ ゆ る 平 坦 化 基 板 を 使 用 す る こ と が あ る 。 こ の 平 坦 化 基 板 で は 、 隣 接
す る 画 素 の 間 に 段 差 が 存 在 し な い た め 、 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 発 生 し た 気 泡 が 欠 陥 画
素 の 周 囲 に 移 動 し 、 続 く パ ル ス レ ー ザ に よ る 加 工 点 に 気 泡 が 存 在 し な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 最 近 で は 画 素 開 口 部 の 透 過 率 を 向 上 さ せ 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 高 輝 度 化 、 高 コ ン
ト ラ ス ト 化 を 図 る た め に 、 透 明 電 極 膜 等 が 薄 膜 化 し て い る 。 こ の た め 、 パ ル ス レ ー ザ の 照
射 に よ り 発 生 す る 微 粒 子 が 減 少 し 、 従 来 の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 で は 透 過 光 を 十 分 に 低 減 さ せ
る こ と が 困 難 と な っ て き て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 パ ル ス
レ ー ザ を 照 射 す る 位 置 に 常 に 気 泡 が 存 在 し 、 確 実 に 欠 陥 画 素 の 修 正 を 行 う こ と が で き る 液
晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 及 び 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 修 正 方
法 及 び 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 次 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ １ ） 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 を 修 正 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 に お
い て 、 上 記 欠 陥 画 素 と 隣 接 す る 信 号 線 及 び ゲ ー ト 線 の う ち 少 な く と も 一 方 に パ ル ス レ ー ザ
を 照 射 し 、 上 記 欠 陥 画 素 に 対 応 し た 位 置 の 液 晶 材 料 中 に 上 記 欠 陥 画 素 の 略 全 体 を 覆 う 大 き
さ の 気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 工 程 と 、 上 記 気 泡 発 生 工 程 に よ り 発 生 し た 気 泡 が 消 滅 す る
前 に 、 上 記 欠 陥 画 素 の 略 全 体 に 対 し て パ ル ス レ ー ザ を 照 射 し 、 上 記 欠 陥 画 素 を 滅 点 化 す る
滅 点 化 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ２ ） （ １ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 二 枚 の 基 板 で 液 晶 材 料 を 挟 ん で な
る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 上 記 二 枚 の 基 板 の う ち 、 一 方 の 基 板 に マ ト リ ク ス 状 に 設 け
ら れ 、 上 記 液 晶 材 料 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る た め の 画 素 電 極 と 、 上 記 一 方 の 基 板 の 上 記 各 画
素 電 極 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 各 画 素 電 極 に 電 荷 を 充 放 電 す る た め の Ｔ Ｆ Ｔ と 、
上 記 一 方 の 基 板 に 格 子 状 に 設 け ら れ 、 上 記 各 Ｔ Ｆ Ｔ を 駆 動 す る た め の 信 号 線 及 び ゲ ー ト 線
と 、 上 記 一 方 の 基 板 の 上 記 各 画 素 電 極 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 パ ル ス レ ー ザ の 照 射 に よ り 加
熱 さ れ て 上 記 液 晶 材 料 中 に 気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト と を 具 備 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ３ ） （ ２ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上
記 液 晶 材 料 と 接 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ４ ） （ ２ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上
記 各 画 素 電 極 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ５ ） （ ４ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上
記 信 号 線 ま た は 上 記 ゲ ー ト 線 に 近 接 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ６ ） （ ２ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 金
属 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ７ ） （ ２ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上
記 信 号 線 ま た は 上 記 ゲ ー ト 線 と 同 じ 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ８ ） （ ２ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上
記 信 号 線 ま た は ゲ ー ト 線 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ９ ） （ ８ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 信 号 線 ま た は ゲ ー ト 線 と 対 向
す る 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 二 枚 の 基 板 間 に 所 定 の 間 隔 を 形 成 す る た め の ス ペ ー サ を さ ら に
具 備 し 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 記 ス ペ ー サ と 同 じ 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ １ ０ ） （ ９ ） に 記 載 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、 上 記 気 泡 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト と 他
方 の 基 板 と の 間 に は 上 記 液 晶 材 料 が 介 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 パ ル ス レ ー ザ を 照 射 す る 位 置 に 常 に 気 泡 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 欠
陥 画 素 の 修 正 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は
同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ と 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ は 、 ア レ イ 基 板
１ ０ 、 対 向 基 板 ２ ０ 、 及 び 液 晶 材 料 ３ ０ か ら な り 、 そ の 表 示 画 面 と な る 部 分 に は 複 数 の 画
素 ４ ０ が マ ト リ ク ス 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア レ イ 基 板 １ ０ と 対 向 基 板 ２ ０ は ス ペ ー サ ５ ０ を 挟 ん で 対 向 配 置 さ れ て お り 、 液 晶 材 料
３ ０ は ア レ イ 基 板 １ ０ と 対 向 基 板 ２ ０ の 間 に 注 入 さ れ て い る 。 ス ペ ー サ ５ ０ は 、 柱 状 ま た
は 球 状 に 形 成 さ れ て お り 、 後 述 す る 信 号 線 １ ３ と ゲ ー ト 線 １ ５ の 交 差 部 分 に 配 設 さ れ て い
る 。 ス ペ ー サ ５ ０ の 材 料 と し て は 、 通 常 、 黒 色 の 樹 脂 ま た は 無 ア ル カ リ ガ ラ ス が 用 い ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 ア レ イ 基 板 １ ０ は 透 明 な ガ ラ ス 基 板 １ １ を 有 し 、 そ の 内 面 に は 各 画 素 ４ ０ と 対 応 し
て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ （ 以 下 、 「 Ｔ Ｆ Ｔ 」 と 称 す る ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の Ｔ Ｆ Ｔ １
２ は 、 ソ ー ス 電 極 １ ２ ａ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ２ ｂ 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ｃ を 有 し て お り 、 ソ ー ス
電 極 １ ２ ａ に は 信 号 線 １ ３ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ２ ｂ に は 画 素 電 極 １ ４ 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ｃ に
は ゲ ー ト 線 １ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 信 号 線 １ ３ と ゲ ー ト 線 １ ５ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ を 駆 動 す る た め の も の で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 １
１ の 内 面 側 に 格 子 状 に 、 か つ 平 面 視 で 各 画 素 電 極 １ ４ を 囲 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 信 号
線 １ ３ 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ の 材 料 と し て は 、 Ａ ｌ や Ｍ ｏ 等 の 合 金 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ 、 信 号 線 １ ３ 、 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ 上 に は 、 厚 膜 絶 縁 膜 １ ６ が 形 成 さ れ て い る
。 厚 膜 絶 縁 膜 １ ６ 上 に は 、 各 画 素 ４ ０ と 対 応 位 置 し て 上 記 画 素 電 極 １ ４ が 形 成 さ れ 、 さ ら
に そ の 上 に は 配 向 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ 、 信 号 線 １ ３ 、 画 素 電 極 １ ４ 、 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ の 位 置 関 係 は 、
ガ ラ ス 基 板 １ １ 側 か ら 順 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ 、 ゲ ー ト 線 １ ５ 、 信 号 線 １ ３ 、 画 素 電 極 １ ４ と な
っ て い る 。 な お 、 画 素 電 極 １ ４ の 材 料 と し て は Ｉ Ｔ Ｏ が 使 用 さ れ 、 配 向 膜 １ ７ の 材 料 と し
て は Ｐ Ｉ が 使 用 さ れ て い る 。 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ の 外 面 に は 、 所 定 成 分 の 光 だ け を 透 過
さ せ る た め の 偏 光 板 １ ８ が 貼 付 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 の 対 向 基 板 ２ ０ も 透 明 な ガ ラ ス 基 板 ２ １ を 有 し 、 そ の 内 面 に は 各 画 素 電 極 １ ４ と 対
応 位 置 し て Ｒ （ 赤 色 ） 、 Ｇ （ 緑 色 ） 、 Ｂ （ 青 色 ） の カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ２ が 設 け ら れ 、 さ ら
に そ の 上 に は 保 護 膜 ２ ３ 、 導 電 性 薄 膜 ２ ４ 、 配 向 膜 ２ ５ が 順 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 導
電 性 薄 膜 ２ ４ の 材 料 と し て は Ｉ Ｔ Ｏ が 用 い ら れ 、 配 向 膜 ２ ５ の 材 料 と し て は Ｐ Ｉ が 用 い ら
れ て い る 。 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 ２ １ の 外 面 に は 、 所 定 成 分 の 光 だ け を 透 過 さ せ る た め の 偏 光
板 ２ ６ が 貼 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 構 成 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の 駆 動 に よ っ て 液 晶 材 料 ３
０ に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 光 の 透 過 と 遮 断 を 制 御 し て い る 。 と こ ろ が 、 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ １ ０ ０ の 画 素 ４ ０ の 中 に は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の 駆 動 の 有 無 に 関 係 な く 輝 点 と な っ て 現 れ
る 欠 陥 画 素 Ｇ が 発 生 す る こ と が あ る 。 本 実 施 の 形 態 は 、 こ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 透 過 す る 透 過 光
を 減 少 さ せ て 目 立 た な く す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し な が ら 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 修 正 す る 工 程 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 修 正 す る 工 程 を 示 す
平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 修 正 す る 場 合 、 ま ず 欠 陥 画 素 Ｇ と 隣 接 す る 信 号
線 １ ３ 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ の 少 な く と も 一 方 、 本 実 施 の 形 態 で は 欠 陥 画 素 Ｇ を 挟 む ２ 本 の 信
号 線 １ ３ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 連 続 照 射 す る 。 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の エ ネ ル ギ ー と し て は 、 ０ ．
２ ［ Ｊ ／ Ｐ ］ ～ ０ ． ３ ［ Ｊ ／ Ｐ ］ 程 度 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 信 号 線 １ ３ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 照 射 す る と 、 そ の エ ネ ル ギ ー に よ り ゲ ー ト 線 １ ５ が 加 熱
さ れ 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 点 近 傍 の 液 晶 材 料 ３ ０ 中 に 気 泡 が 発 生 す る 。 こ の 気 泡 は 、 パ
ル ス レ ー ザ Ｌ の 連 続 照 射 に 伴 っ て 拡 大 し 、 所 定 時 間 経 過 後 に は 、 欠 陥 画 素 Ｇ を 覆 う 大 き さ
の 気 泡 Ｂ と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の と き 、 図 ３ 中 に 矢 印 イ で 示 す よ う に 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 信 号 線 １ ３ に 沿 っ て 移 動 さ
せ 、 そ の 照 射 点 を 徐 々 に ず ら し て い く と 、 気 泡 Ｂ が 欠 陥 画 素 Ｇ に 対 し て バ ラ ン ス 良 く 形 成
さ れ る の で 、 最 小 の 気 泡 Ｂ で 欠 陥 画 素 Ｇ を 覆 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 欠 陥 画 素 Ｇ が 気 泡 Ｂ で 覆 わ れ た ら 、 こ の 気 泡 Ｂ が 消 滅 す る 前 に 欠 陥 画 素 Ｇ 全 体 を パ ル ス
レ ー ザ Ｌ に よ り 矢 印 ロ で 示 す よ う に 走 査 す る 。 こ れ に よ り 、 配 向 膜 １ ７ 、 ２ ５ 、 画 素 電 極
１ ４ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ２ 、 及 び 導 電 性 薄 膜 ２ ４ が 加 工 さ れ 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 点 の
周 辺 に 微 粒 子 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の 欠 陥 画 素 Ｇ と 対 応 す る 位 置 に は 、 上 述 の よ う に 欠 陥 画 素 Ｇ
を 覆 う 大 き さ の 気 泡 Ｂ が 存 在 し て い る 。 そ の た め 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ り 発 生 し た
多 数 の 微 粒 子 は 、 液 晶 材 料 ３ ０ に 邪 魔 さ れ る こ と な く 気 泡 Ｂ 内 を 飛 散 し 、 ア レ イ 基 板 １ ０
と 対 向 基 板 ２ ０ の 内 面 に 均 一 か つ 十 分 な 厚 さ に 堆 積 す る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 材 料 ３ ０ に 対
す る 配 向 膜 １ ７ 、 ２ ５ の 配 向 性 が 低 下 し 、 欠 陥 画 素 Ｇ が 滅 点 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 構 成 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 欠 陥 画 素 修 正 方 法 に よ れ ば 、 欠 陥 画 素 Ｇ 全 体 を パ
ル ス レ ー ザ Ｌ で 走 査 す る 前 に ゲ ー ト 線 １ ５ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 照 射 し 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の
欠 陥 画 素 Ｇ と 対 応 す る 位 置 に 欠 陥 画 素 Ｇ を 覆 う 大 き さ の 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の た め 、 配 向 膜 １ ７ 、 ２ ５ 、 画 素 電 極 １ ４ 、 及 び 導 電 性 薄 膜 ２ ４ を 加 工 す る 際 に は 、
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パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 点 に 必 ず 気 泡 Ｂ が 存 在 す る か ら 、 欠 陥 画 素 Ｇ を 確 実 に 滅 点 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し か も 、 金 属 材 料 で 形 成 さ れ た 信 号 線 １ ３ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 照 射 し て 気 泡 Ｂ を 発 生 さ
せ て い る の で 、 極 め て 短 い 時 間 で 気 泡 Ｂ を 所 望 の 大 き さ ま で 成 長 さ せ る こ と が で き 、 欠 陥
画 素 の 修 正 に か か る 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ と 図 ５ を 用 い て 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 上 記
実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 様 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は
同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ に 対 し て 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ っ て 加 熱 さ れ
、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 に 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ る 照 射 タ ー ゲ ッ ト と し て の 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １
を 付 加 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ は 薄 膜 状 を し て お り 、 信 号 線 １ ３ と 同 一 平 面 内 の 、 画 素 電
極 １ ４ と 対 向 す る 位 置 に 、 信 号 線 １ ３ ま た は ゲ ー ト 線 １ ５ と 近 接 し て 設 け ら れ て い る 。 気
泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ の 材 料 と し て は 、 信 号 線 １ ３ 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ と 同 じ 金 属 材 料 、 す
な わ ち Ａ ｌ や Ｍ ｏ の 合 金 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 画 素 電 極 １ ４ の 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ と 対 向 す る 位 置 に は 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ を
気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ に 到 達 さ せ る た め の 開 口 部 １ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 照 射 さ れ た パ ル ス レ ー ザ Ｌ が 画 素 電 極 １ ４ に よ っ て 遮 断 さ れ 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １
に 到 達 し な い 事 態 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 修 正 す る 工 程 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 構 成 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ を 修 正 す る 場 合 、 ま ず 気 泡 発 生 用 パ ッ
ド ２ ０ １ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 連 続 照 射 す る 。 こ れ に よ り 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ は 加 熱
さ れ 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の 欠 陥 画 素 Ｇ と 対 応 す る 位 置 に 気 泡 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 気 泡 は 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 連 続 照 射 に 伴 っ て 拡 大 し 、 所 定 時 間 経 過 後 に は 欠 陥 画 素
Ｇ を 覆 う 大 き さ の 気 泡 Ｂ と な る 。 な お 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ に 照 射 す る パ ル ス レ ー ザ
Ｌ の エ ネ ル ギ ー と し て は 、 ０ ． ２ ［ Ｊ ／ Ｐ ］ ～ ０ ． ３ ［ Ｊ ／ Ｐ ］ 程 度 が 好 ま し い が 、 こ の
値 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 欠 陥 画 素 Ｇ が 気 泡 Ｂ で 覆 わ れ た ら 、 こ の 気 泡 Ｂ が 消 滅 す る 前 に 欠 陥 画 素 Ｇ 全 体 を パ ル ス
レ ー ザ Ｌ に よ り 走 査 す る 。 こ れ に よ り 、 配 向 膜 １ ７ 、 ２ ５ 、 画 素 電 極 １ ４ 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ ２ ２ 、 及 び 導 電 性 薄 膜 ２ ４ が 加 工 さ れ 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 位 置 の 周 辺 に 微 粒 子 が 発
生 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の と き 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の 欠 陥 画 素 Ｇ と 対 応 す る 位 置 に は 、 上 述 の よ う に 欠 陥 画 素 Ｇ
を 覆 う 大 き さ の 気 泡 Ｂ が 存 在 し て い る 。 そ の た め 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ り 発 生 し た
多 数 の 微 粒 子 は 、 液 晶 材 料 ３ ０ に 邪 魔 さ れ る こ と な く 気 泡 Ｂ 内 を 飛 散 し 、 ア レ イ 基 板 １ ０
と 対 向 基 板 ２ ０ の 内 面 に 均 一 か つ 十 分 な 厚 さ に 堆 積 す る 。 そ の 結 果 、 液 晶 材 料 ３ ０ に 対 す
る 配 向 膜 １ ７ 、 ２ ５ の 配 向 性 が 低 下 し 、 欠 陥 画 素 Ｇ が 滅 点 化 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 各 画 素 ４ ０ に 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 形 成 し 、 こ の
気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ の パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 照 射 す る こ と で 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の 欠 陥 画 素
Ｇ と 対 応 す る 位 置 に 欠 陥 画 素 Ｇ を 覆 う 大 き さ の 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ の た め 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ の 駆 動 に と っ て 極 め て 重 要 な 信 号 線 １ ３ や ゲ ー ト 線
１ ５ に パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 照 射 す る 必 要 が な い の で 、 信 号 線 １ ３ や ゲ ー ト 線 １ ５ の ダ メ ー ジ
を 気 に す る こ と な く 、 高 エ ネ ル ギ ー の パ ル ス レ ー ザ Ｌ を 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果
、 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ る の に 要 す る 時 間 を さ ら に 短 縮 で き 、 ひ い て は 欠 陥 画 素 Ｇ の 修 正 に 要
す る 時 間 も 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ と 同 一 平 面 内 に 、 し か も 同 一 の 金 属 材 料 で
形 成 し て い る 。 そ の た め 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ と 一 緒 に 形 成 す る こ と が
で き る か ら 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 付 加 し た と し て も 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ の 製
造 工 程 が 煩 雑 化 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ ま た は ゲ ー ト 線 １ ５ と 近 接 さ せ て い る 。
こ う す る こ と で 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 形 成 す る こ と に よ っ て 開 口 率 が 低 下 す る の を
最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ と 同 一 平 面 内 に 形 成 し
て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 し な し な が ら 、 信 号 線 １ ３ ま た は ゲ ー ト 線 １ ５
と 同 一 平 面 内 に 形 成 す れ ば 、 上 述 の よ う に 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ ま た は ゲ
ー ト 線 １ ５ と 同 時 に 形 成 す る こ と が で き る の で 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 画 素 電 極 １ ４ の ガ ラ ス 基 板 １ １ 側
に 形 成 し て い る が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 液 晶 材 料 ３ ０ と 接 す る 位 置 に 形 成 し て も よ い 。 こ
の よ う に す れ ば 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ り 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ が 得 た 熱 を 液 晶 材
料 ３ ０ に 効 率 良 く 与 え る こ と が で き る か ら 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 に 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ る の に 要
す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 気 泡 発 生 用 パ ッ ド ２ ０ １ を 信 号 線 １ ３ 及 び ゲ ー ト 線 １ ５ と 同
一 の 材 料 で 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ
の 照 射 に よ り 短 時 間 で 加 熱 さ れ 、 し か も ダ メ ー ジ を 受 け 難 い 材 料 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 ７ と 図 ８ を 用 い て 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 上 記
実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 様 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ の 断 面 図 、 図 ８ は 同 実
施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ７ と 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ に 対 し て 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ っ て 加 熱 さ れ
、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 に 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ る 照 射 タ ー ゲ ッ ト と し て の 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ を
付 加 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ は 、 ア レ イ 基 板 １ ０ の 信 号 線 １ ３ 上 に 対 向 基 板 ２ ０ 側 に 突 出
す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 そ の 対 向 基 板 ２ ０ 側 の 端 面 と 対 向 基 板 ２ ０ と の 間 に は 液 晶 材
料 ３ ０ が 介 在 す る ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ て い る 。 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ の 材 料 と し て は 、 ス
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ペ ー サ ５ ０ と 同 一 の 材 料 、 例 え ば 樹 脂 や 無 ア ル カ リ ガ ラ ス が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 、 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ を ア レ イ 基 板 １ ０ の 信 号 線 １ ３ 上 に 設 け る こ と で 、
第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ ０ よ り も 画 素 ４ ０ の 開 口 率 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し か も 、 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ と 対 向 基 板 ２ ０ の 間 に 液 晶 材 料 ３ ０ を 介 在 さ せ て い る た
め 、 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ と 液 晶 材 料 ３ ０ の 接 触 面 積 が 増 加 す る か ら 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の
照 射 に よ り 得 た 熱 を 液 晶 材 料 ３ ０ に 効 率 良 く 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ の 結 果 、 液 晶 材 料 ３ ０ 中 に 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ る の に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き
、 ひ い て は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ の 欠 陥 画 素 Ｇ の 修 正 に 要 す る 時 間 も 短 縮 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ と し て ス ペ ー サ ５ ０ と 同 じ 材 料 を 用 い て い る 。 そ の た め 、
ス ペ ー サ ５ ０ と 一 緒 に 形 成 す る こ と が で き る か ら 、 こ の 気 泡 発 生 用 突 起 ３ ０ １ を 付 加 し た
と し て も 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ の 製 造 工 程 が 煩 雑 化 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 し か も 、 ス ペ ー サ ５ ０ の 材 料 は 黒 色 を し て い る た め 、 パ ル ス レ ー ザ Ｌ の 照 射 に よ り 効 率
良 く 加 熱 さ れ 、 短 時 間 で 液 晶 材 料 ３ ０ 中 の 欠 陥 画 素 Ｇ に 対 応 す る 位 置 に 気 泡 Ｂ を 発 生 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の
要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ
れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施
形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 欠 陥 画 素 を 修 正 す る 工 程 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 一 画 素 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ０ … ア レ イ 基 板 、 １ ２ … Ｔ Ｆ Ｔ 、 １ ３ … 信 号 線 、 １ ４ … 画 素 電 極 、 １ ５ … ゲ ー ト 線 、
２ ０ … 対 向 基 板 、 ３ ０ … 液 晶 材 料 、 ４ ０ … 画 素 、 ５ ０ … ス ペ ー サ 、 １ ０ ０ … 液 晶 デ ィ ス プ
レ イ 、 ２ ０ ０ … 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 ３ ０ ０ … 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 ２ ０ １ … 気 泡 発 生 用 パ ッ
ド 、 ３ ０ １ … 気 泡 発 生 用 突 起 、 Ｂ … 気 泡 、 Ｇ … 欠 陥 画 素 、 Ｌ … パ ル ス レ ー ザ 。
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解决的问题：提供一种液晶显示器，在该液晶显示器中，在照射脉冲激
光并确实校正有缺陷的像素的位置处始终存在气泡。 在用于修复液晶显
示器中的缺陷像素G的用于液晶显示器的缺陷像素修复方法中，脉冲激光
L被施加到与缺陷像素G相邻的信号线13和栅极线15中的至少一个以及缺
陷 气泡产生步骤，在气泡产生步骤产生的气泡B消失之前，产生气泡B，
其大小基本上覆盖液晶材料30中与像素G相对应的整个缺陷像素G的全
部， 通过向几乎整个缺陷像素G照射脉冲激光L来对缺陷像素G进行刻痕
的步骤。 [选择图]图3
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